
１.ＪＡ生育調査状況（6月19日現在）

輸出用米の多収で世界に挑む‼

【新・多収米『輸出用米』生育調査】

２.今後の水管理ついて

３.病害虫対策について

今年は梅雨入りが遅く、梅雨期間は短くなりそうです。又、温暖化により高温登熟が予測され今後の水管理が

重要となります。しかしながら、冬の降雪と生育期間の降雨が極端に少ないため、本年は渇水傾向となる見込み

です。きめ細やかな水管理を行うため、水源の確保と節水を心掛けてください。

４月下旬植えのシャインパールは生育の早

いところでは最高分けつ期を迎え、草丈と茎

数は平年を上回る生育となっています。

５月中旬植えでは茎数が確保でき次第、中

干しの準備を始めましょう。

調査圃場では、目立った病害虫の発生は

確認されておりませんが、いもち病やニカメイ

チュウ等の発生に今後も注意しましょう。

通水管理により圃場の水気を確保してください。深水

にすると水温が上がり根に負担がかかる為、水深は２

センチ程度で自然落水したら水を入れる間断通水を心

がけましょう。

今後は、いもち病・紋枯れ病が発生

しやすい時期になります。箱処理剤

等で予防をしている場合でも、生育

状況や気候によって発生する場合

がありますので、よく圃場を確認し

発生が確認されたら、早急に防除

を行いましょう。

中干し後はきめ細かな水管理を！
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